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 第三者による成果品の照査 （H11.4～）

※ H21年度は約2,590件実施 （H21上半期まで、H20比6.8倍）

 低入札価格調査の実施 （H19.10～）、書類提出の強化 （H20.12～）、調査の強化及び技術評価の
厳格化 （今回検討課題）

 第三者による成果品照査の義務付け （H20.12～）
 外業における現地履行確認体制の強化 （H20.12～）
 管理技術者の手持ち業務量の制限 （H21.10～）[手持ち業務量を４億円かつ１０件以下 → ２億円かつ５件以下]
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・発注者側の成果品チェック体制の強化

・総合評価落札方式の導入・拡大 （H20.5～）

・適正な業務実施体制の確認・強化
（低入札による品質低下防止対策）

・ 適正な競争環境の確保

直轄事業の調査・設計業務における主な品質確保対策

1



低入札価格調査の実施
（H19.10～）

受託者の実施体制、
品質管理体制が不備？

技術者に過度な負担を強いる？
（適正な報酬の未払い、サービス

残業等）

赤字受注が他の業務
の執行に悪影響？

現地調査に関する
安全対策が不備？

管理技術者等の強化（H21.10～）
・手持ち業務量の制限強化
・担当技術者の強化
・TECRISにおける低入札業務の明示

調査書類の見直し

実施状況を評価に
厳格に反映

第三者照査の義務づけ
（H20.12～）

測量・地質調査業務などの
外業の現地履行確認体制の

強化等
（H20.12～）

入札価格の内訳書の明細書及び技
術経費等の内訳書の提出

（H20.12～）

低入札防止対策の概要（案）

低入札による受注

実施状況を評価に
厳格に反映

今回検討課題

総合評価方式における技術評価の厳格化
・低入札価格調査結果を踏まえて、技術提案の
履行が確保されない場合は厳格に評価点に反映
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 落札率の低い業務ほど、業務成績は低い。

 特に低入札業務では、業務成績が高得点の割合が低い。
⇒ 低入札業務では、技術提案した内容について履行

されていない恐れがある。

（１） 低入札価格調査基準価格を下回った者に対して、低入札価格調査を強化するとともに、技術評価点の
中で「技術提案の確実な履行の確保」を評価し、厳格に反映。

（２） 更に実態を精査した上で低入札価格調査基準価格の見直しを検討

新しい品質確保対策（案）

新しい品質確保対策(案)

低入札業務の課題

低入札業務は赤字受注を招く  低入札業務でも、非低入札業務と比較して利益率に
大きな変化はない。

低入札業務は品質低下を招く
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落札率（％）

【価格競争 （土木）】 落札率-比率（評定点）

７０点未満 ７０～７５点 ７５～８０点 ８０点以上

対象件数 446件【参考】
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【総合評価 （土木）】 落札率－比率（評定点）

７０点未満 ７０～７５点 ７５～８０点 ８０点以上

対象件数 172件

落札率帯別評定点比率分析
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① 業務内容に対応した費用が計
上されているか、また赤字になっ
ていないか。

チェック内容

◎積算内訳書・明細書
 直接人件費、直接経費、技術経費、

諸経費の内訳が明確か。

必
要
に
応
じ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
確
認

② 担当技術者に適正な報酬が支
払われることになっているか。

③ 品質管理体制が確保されてい
るか。

④ 再委託先への支払いは適正か。

◎担当予定技術者名簿、人工内訳書
 担当予定技術者の確定と、当該技術者の

個々の年間給与と比較して、適切な報酬と
なっているか。

 担当予定技術者の手持ち業務量は適切か。

◎照査技術者名簿、人工内訳書
 照査予定技術者（第三者も含む）の確定と、

当該技術者個々の年間給与と比較して、
適切な報酬となっているか。

 照査技術者の手持ち業務量は適切か。

◎再委託業務費用内訳書、再委託（予定）
先より業務内容、費用確認書
 再委託先を確保した業務内容となっているか。

具体的な調査書類と観点（案）

低入札価格調査の厳格化（案）
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◎積算内訳書・明細書
 直接人件費、直接経費、技術経費、

諸経費の内訳が明確か。

◎担当予定技術者名簿、人工内訳書
 担当予定技術者の確定と、当該技術者の

個々の年間給与と比較して、適切な報酬と
なっているか。

 担当予定技術者の手持ち業務量は適切か。

◎照査技術者名簿、人工内訳書
 照査予定技術者（第三者も含む）の確定と、

当該技術者個々の年間給与と比較して、
適切な報酬となっているか。

 照査技術者の手持ち業務量は適切か。

◎再委託業務費用内訳書、再委託（予定）
先より業務内容、費用確認書
 再委託先を確保した業務内容となっているか。

低入札価格調査項目

「技術提案の確実な履行の確保」の再評価について（案）

審査基準（案）

 直接経費が必要額を確保してい
るか。

 技術経費、諸経費が調査基準価
格の内訳以上を確保しているか。

 担当予定技術者への適切な報酬
の支払いが確保されているか。

 担当予定技術者の人工が適正で
あるか。（標準案を基準として評価）

 照査技術者への適切な報酬の
支払いが確保されているか。

 照査技術者の人工が適正か。
（標準案を基準として評価）

 再委託業務内容を再委託先が
確認しているか。

業務成績評価（案）

「業務執行上の過失」【-3点】
・業務実施体制に問題があった。

その他、「工程管理能力」や
「成果品の品質」等において
厳格に反映【最大-3点】

【評価方法】

 技術評価点の内訳として「技術提案の確実な履行の確保」を評価項目に追加して、厳格に評価する。
 評価のウエイト、評価方法等については、平成２０年度結果をシミュレーション等を行った上で検討する。
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